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AGENDA

• 失われた20年
– 品質を取り巻く環境の変化

– 品質基盤の崩壊

– グローバルスタンダードの嵐

• 日本のソフトウェア産業の復権に向けて
– 日本人の良さを活かした現場改善

– プロセス改善の真髄
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失われた20年
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品質を取り巻く環境の変化

米でＱＣ概念が生まれる米でＱＣ概念が生まれる

日本型品質管理の発展日本型品質管理の発展

米が日本から逆に品質を学ぶ米が日本から逆に品質を学ぶ

グローバルスタンダードの嵐グローバルスタンダードの嵐

消費者の厳しい目消費者の厳しい目

1940年代

1960年代

1980年代

1990年代

2000年代
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品質基盤の崩壊

開発規模の爆発、短納期化開発規模の爆発、短納期化

採用急減、人員不足、学力低下採用急減、人員不足、学力低下

短期利益の追求、品質教育の急減短期利益の追求、品質教育の急減

ベンダー丸投げ、派遣社員化ベンダー丸投げ、派遣社員化

内部統制、現場管理の強化内部統制、現場管理の強化

品質基盤
の崩壊



6

グローバルスタンダードの嵐

ISO15504
プロセスアセスメント

ISO15504
プロセスアセスメント

ISO12207
SWライフサイクルプロセス

ISO12207
SWライフサイクルプロセス

Automotive SPICE
自動車

Automotive SPICE
自動車

ISO14001
環境

ISO14001
環境

ISO15288
システムライフサイクルプロセス

ISO15288
システムライフサイクルプロセス

ISO9001
品質

ISO9001
品質 CMM

 
CMMICMM

 
CMMI

ISO20000
ITサービス

ISO20000
ITサービス PMBOKPMBOK

ISO27001
情報セキュリティ

ISO27001
情報セキュリティ Six SigmaSix Sigma

TL9000
電気通信

TL9000
電気通信 SOXSOX
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グローバルスタンダードの典型的手法

今の我々のやり方ではだめだ
ルールも手順もない
責任と権限も曖昧だ
品質もまだまだ悪い

今の我々のやり方ではだめだ
ルールも手順もない
責任と権限も曖昧だ
品質もまだまだ悪い

まずルールを決めろ
マニュアルを作れ
教育を徹底しろ

記録を残せ
内部監査しろ

まずルールを決めろ
マニュアルを作れ
教育を徹底しろ

記録を残せ
内部監査しろ

PP

DD

CC

AA

勘弁してくれ
現場の工数が無くなる

勘弁してくれ
現場の工数が無くなる
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グローバルスタンダードの問題点

モデルや規格の内容が、日本の現場風土を想定していないモデルや規格の内容が、日本の現場風土を想定していない

ルール化、文書化、記録は、自分たちのためでなく審査のためルール化、文書化、記録は、自分たちのためでなく審査のため

責任と権限や仕事の範囲を無理に決めると、円滑に進まなくなる責任と権限や仕事の範囲を無理に決めると、円滑に進まなくなる

内部監査や外部審査は、準備が多大で効果が薄い内部監査や外部審査は、準備が多大で効果が薄い

ルールを決めて、その通りやればいいんでしょ、という雰囲気になるルールを決めて、その通りやればいいんでしょ、という雰囲気になる

この間

品質や
生産性

は

改善
していない

この間

品質や
生産性

は

改善
していない
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失われた20年
 

（まとめ）

• 世界に冠たるソフトウェア品質を誇っていた日本であったが、
 1990年以降の20年で、その自信も勢いもすっかり失われてし

 まった。

• 規模拡大、短寿命化という大きな環境変化に対して、真正面か
 ら品質確保に取り組まなかった。

• 利益最優先の経営によって、人財育成を怠り、物づくり現場を
 次々にアウトソースしていった。

• さまざまなグローバルスタンダードの来襲に振り回されたあげく、
 ルール化によって現場力が急速に低下してしまった。

• いまや日本のソフトウェア現場には、物づくりにおける品質改善、
 生産性改善を真に実行できる人がいなくなってしまった。
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日本のソフトウェア産業の
復権に向けて
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日本人の良さを活かす

気づきと勘気づきと勘まじめまじめ
阿吽の呼吸阿吽の呼吸

きめ細い丁寧さきめ細い丁寧さ おもいやりおもいやり

決め事を守る決め事を守るおせっかいおせっかい

人に迷惑をかけない人に迷惑をかけない もったいないもったいない

忍耐忍耐 助け合い助け合い
すぐやるすぐやる

集団責任集団責任

恥恥 ５Ｓ５Ｓ

苦労を厭わない苦労を厭わない

アイデア、工夫アイデア、工夫

飽きっぽい飽きっぽい

品質に厳しい品質に厳しい
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日本人の特性を活かしたプロセス改善の真髄

現場チーム中心の、秩序を持って、すぐやる改善活動現場チーム中心の、秩序を持って、すぐやる改善活動

現地、現物主義で、ムリ、ムダ、ムラ

 
の発見と撲滅現地、現物主義で、ムリ、ムダ、ムラ

 
の発見と撲滅

状況は見える化、問題は現場で徹底的に話し合って潰す状況は見える化、問題は現場で徹底的に話し合って潰す

知識と知恵は、現場の信頼関係の中で引き継いでいく知識と知恵は、現場の信頼関係の中で引き継いでいく

品質第一、欠陥ゼロ、後工程はお客様、不良流出は恥品質第一、欠陥ゼロ、後工程はお客様、不良流出は恥
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プロセス改善の本質は、品質と生産性の改善

OutputTASK VerifyInput
Entry

Criteria

Measure  &  Control

Exit
Criteria

プロセスプロセス

前工程前工程

Quality
バラツキ低減

Zero Defect

生産性
リードタイム短縮

コスト削減

後工程後工程
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プロセス改善では、問題は徹底的に潰す

問題発見問題発見

手直し、応急処置手直し、応急処置 原因分析
（発生原因、流出原因）

原因分析
（発生原因、流出原因）

対策実施対策実施

現場、現物
ムリムダムラ

現場、現物
ムリムダムラ

なぜなぜ5回なぜなぜ5回

朝令暮改

 

可朝令暮改

 

可

周知周知 ヨコテンヨコテン

見える化見える化
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まとめ

品質ルネッサンス
日本型プロセス改善

品質強化
ＺＤ

品質強化
ＺＤ

日本人の特性日本人の特性

現場中心現場中心 現地現物主義現地現物主義

ムリムダムラ撲滅ムリムダムラ撲滅見える化見える化
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『プロセス改善の真髄
 

』
 ～日本のソフトウェア産業の発展に向けて～

 

ご清聴ありがとうございました。

ソニーグローバルソリューションズ（株）
Sony Grobal Solutions Inc.

森田 祥男
Yoshio.Morita@jp.sony.com
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